
研究概要 

【研究テーマ】 

知的障害教育における 

「子ども一人一人が自己の成長や学びのつながり・蓄積を実感する」 

教育実践研究 

 

１ テーマ設定の理由 

「この間やったことがつながらない…。なぜだろう？」「この間と同じこ

とやっているのにできない…。なぜだろう？」知的障害のある子どもたちと

関わる中で、そんな疑問を感じることが多々ある。 

日常的に関わり、生活をともにしている教師（支援者）は、子どもたちの

成長や学びがつながったことを実感し、それを喜び、本人（子ども）や保護

者に言葉にして伝えているが、本人の様子を見ているとそれを実感している

ようには思えない場面に遭遇することがある。  

なぜ、知的障害のある子どもたちは自己の成長や自己の学びのつながり・

蓄積を実感しにくいのかを考えてみると、最初に思い当たることは、『知的

障害による記憶の蓄積や想起の困難さ、事象の抽象化の困難さ』に起因して

いるのではないかという点である。その困難さが、子どもの自己の成長や自

己の学びのつながり・蓄積の実感を妨げる要因の一つとなっていることは容

易に想像することができる。また、この困難さに対して直接的にアプローチ

していくことはたやすいことではない。 

本研究では、上記のような教育実践者の日頃直面する「知的障害のある子

どもたちは、自己の成長や自己の学びのつながり・蓄積を実感しているのだ

ろうか？」「一緒に生活している教師（支援者）は、子どもの成長を実感し

ているが、子ども自身はどうなのだろうか？」という疑問を取り上げ、前提

となる知的障害の特性を踏まえつつ、その課題解決を目指して、有効な手立

てを明らかにし、授業実践や日々の児童生徒との関わりに生かしていきたい

と考え、本テーマを設定した。 

 

２ 研究の目的 

知的障害のある子どもが自己の成長や自己の学びのつながり・蓄積を実感す

るために有効な教育実践を「学習の主体である子どもの立場から」明らかに

する。 

 

３ 研究計画 

  令和６年度、７年度の２年計画で研究を進める。 

 

 



４ 研究仮説 

(1)児童生徒一人一人の内面で起こっている変化や「自分らしい学び方」を捉 

えて、「成長の証」を見える化したり、共同保有したりすることで、児童

生徒が自己の成長や学びのつながり・蓄積を実感できるのではないか。 

(2) (1)のアプローチから得られた成果を授業づくり・生活づくりに生かすこ 

とで、自己の成長や自己の学びのつながり・蓄積を実感することができる

のではないか。 

 

５ 研究の経過 

(1)令和６年度初期の取り組み 

各学部において、「子どもが自己の成長や学びのつながり・蓄積を実感で

きない要因」、その要因に対してどのようにアプローチしていくかについて

検討し、事例児童・生徒に着目し、研究の目的に迫るための授業づくりを進

めた。 

 小学部 中学部 高等部 

要因 

活動のゴール（子
ども）と学習のねら
い（教師）にズレが生
じているから、「でき
た」実感をもちにく
いのではないか。 

子どもの学習の
「ゴール」が明確で
なく、教師側の「期待
する姿」と子ども自
身の「あこがれの姿」
にギャップがあるか
らではないか。 

課題意識（目標設 
定）がもてていな 
い、または、あいまい
でズレがあるからで
はないか。自分の力
や成果が分かってい
ないのではないか。 

授業づ

くりの 

方向性 

子どもの学び方か
ら「蓄積された学び
の姿」を捉え、学びの
蓄積に向けて教師の

「できたね。」と、子
どもの「できた。」の
実感の共有化を目指
す。 

 子ども自身が描く
「あこがれの姿」に
迫る中で、教師が生
徒の内面に寄り添

い、日々の授業にお
ける生徒の学びをつ
なぎ、学びのまとま
りを見える化するこ
とで、「少しずつよく
なっている自分＝自
己の内面の成長」へ
の気付きを促すこと
を目指す。 

 子どもの「こんな
自分になりたい」と
いう思いを基に、そ
れを具現化するステ

ップや媒介を決定す
るなど、子どもの学
び方に応じた目標設
定や前回の振り返り
を対話的に深めるこ
とで、生徒自身が長
期的な目標とのつな
がりにおいて成長を
実感することを目指

す。 

 

 

 

 

 



(2)令和６年度、７年度前期の授業実践を通して見えてきた児童生徒が自己

の成長や自己の学びのつながり・蓄積を実感するために必要な要素 

①児童生徒一人一人の「自分らしい学び方」を捉える 

・『子ども理解シート』や『K-ABCⅡ検査』による実態把握から、得意を生

かす支援、苦手を補う配慮を検討し、授業実践に生かすことができた。 

・小学部生活単元学習の実践では、事例児Ａに以下の姿が見られた。 

〇自ら作り出した意志で、取り組めた姿 
〇友達や教師と同じ活動の中で、「嬉しい」「楽しい」の感情を共感し合
えた姿 

〇集団の目的に向けて、「わかった」実感を増やし思考を広げられた姿 

上記３つの「学び」の姿からＡの学びを捉え直したとき、Ａの学びは、「吸

収」→「感情の共有」→「思考」→「自信」→「想起、般化」していくこと、

内面の変化が生まれるときのＡの様子やきっかけとなることを整理し、図１

のようにまとめることができた。また、このサイクル（図の黒矢印）を作り

出すことで、Ａにとって学びを「蓄積」し、「強化」していくことにつなが

るのではないかと考えた。このように、その子らしい学び方を捉え、そのサ

イクルを作り出していくことが学びの蓄積につながっていくと考えた。 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 集団の活動（吸収） 

＜point＞ ・体験的な活動 ・友達や教師と同じ活動の経験 ・誰かを模倣できること 

③本人がやっていることが変化している（思考） 

 

＜point＞ 

・相手や対象物からのフィードバック 

・できている感、できた経験の積み重ね 

・繰り返しの中でも、自らアレンジする幅がある活

動 

・ちょっと考える瞬間を見守る 

⑤ まわりの状況から、自分ができていたこと、やりたいことを表す（想起、般化） 

＜point＞ 

・A さんの自信あることの見取りから、教師が A さんの文脈で明確な活動として取り入れていく 

（教師の足場架け） 

② 他者評価を受ける（感情の共有） 

＜point＞ ・信頼できる先生、仲良しの友達の肯定的なリアクション 

・他者との関係性 

③他者のとの関係性の拡張 

＜point＞ 

・縦割り学習など、 

特定の友達からの広がり 

蓄積 

「学び」の 

他
者
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

 
（広がり） 

強化 

④ 主体的に堂々と取り組めている（自信） 

＜point＞  

・A さんが心から楽しんでいる経験 

・A さんが「やりたい」と主体的な「意志」の中で、「できた」と思えたことの見取り 

他
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

（確信） 

③変化しない 

別の活動場面で… 「学び」の蓄積

繰り返しの 

活動の中で… 

図１：事例児Ａらしい学び方ときっかけとなること 

 



・中学部では、子ども自身が多様な「ひと・もの・こと」と関わる上で手掛

かりとしている認知的特性、今の自分として意味あることを『自分なりの

学び』と捉え、それを生かしたやりとりを行っている。 

・中学部美術の実践では、生徒の「こうした

い」という思いを大切に授業を進めた。そ

して、興味・関心の高い「線路」を題材とす

ることで、思いが高まり、思いどおりにな

りにくい苦手な技法にも挑戦することがで

きた。また、「こうしたい」と具体的にイメ

ージをもって進めている場合もあれば、結

果として「こうなった」を後付け的に「〇

〇みたい」と見立てる場合もあるというこ

とが分かった。対象生徒の文脈として、ど

ちらがその子にとって意味のあることなの

かを見極め、意味付け、価値付けをしていくことが大切だと分かった。 

・高等部では、二人の事例生徒の自分らしい学び方についての理解を深めた。

一人の生徒は、「繰り返しの活動を通して概念を形成していき、できた、で

きるようになったことを実感するタイプ」、もう一人の生徒は、「ゴールを

イメージし、試行錯誤の過程で気付いた有効な方法を選択してゴールに近

付いていることを実感するタイプ」であることが分かった。 

 

②児童生徒を主語とした実感の捉え 

・教師が期待する姿と子どもの知りたいこと、やりたいことがズレていたり、

ギャップがあったりすると子ども自身の学びとならない。「子ども自身が分

かりやすいことや知りたいことは何なのか」、「どのような思いをもってい

るのか」、「物事とどのように向き合い、捉えているのか」など、見えない

「実感」を捉えることが必要である。子どもは、「何が学びとして定着して

いるのか」、「どんな場面だったらできるのか」、「何をしようとしている

のか」、「何を表そうとしているのか」など、子どもを主語とした実感を捉

え、子どもがしようとしていることをつなげて、蓄積できるような関わりが

必要である。 

・中学部の実践では、子ども自身が描く『あこがれの姿』、『納得感のあるこ

と』を生かしたやりとりや活動設定を基盤とすることを大切に授業づくり

を進めている。 

 

③対話による他者の価値付け、意味付け（言語化）、感情の共有 

・子どもの「実感」から学びを創り出すためには、他者との「学びの関係 

性」が重要である。子どもの生きた「実感」に対して、言語化してフィー

中学部美術 

「オリジナルぎんなんくんを創ろう」 



ドバックしていく（実感を言語化する）ことで、子どもは教師に意図や思

いを受け止めてもらえたと思える。この『子どもの「実感」から学びを創

り出せる関係性』を構築していきたい。 

・中学部では、授業の振り返り場面において、他者（仲間や教師）との共感的

な関わりと対話（意味付けや価値付け）や仲間同士の認め合いやアドバイス

などのやりとりを大切にし、『子ども自身が体験と自分をつなげて考える』

ことや、『少しずつ良くなっている自分』の実感を促すようにしている。子

どもにとっては、あらゆる場面で他者からの働き掛けや促しと本人の自我

（自分なりの思いや世界観）との折り合いをつけながら行動し、対人的相互

交渉において本人が折り合いをつけ、他者との対話を通して自分の幅を広

げることが大切である。また、教師（支援者）は、「～ねばならない」、「か

くあるべし」という固定概念から脱却し、子どもにとっての学び（意味ある

こと）となるように支援していく必要があるということが分かった。 

・高等部作業学習の実践では、生徒と教師の対話を大切にして授業づくりを進

めた。「セルフチェック」という言葉が先行していた事例生徒に対して、 

その場や振り返り場面で「セルフチェック」ができていたことを価値付けて

いくことで、本質を理解し、他の活動場面でも生かしている様子が見られた。

また、評価についても教師に依存する傾向があったが、対話を通して目標を

具体化したり、評価基準を確認したりすることで、根拠をともなった妥当な

自己評価ができるようになった。 

 

④成果の見える化 

・中学部作業学習の実践では、作業学習への関心が薄かった生徒Ｂに対し

て、毎時間の振り返りの中で、「Ｂさんが頑張ったからＣさんが仕上げの

工程に取り組めるね。」、「パン屋さんが笑顔になるね。」と、本人の頑

張りが他者に与えた影響を価値付け、それを作業日誌や掲示物などで見え

る化した。そのような取り組みを続けることで、「○○さん喜んでくれる

かな。」と発言する様子が見られるようになった。これは、少しずつ自分

の取り組み（頑張り）が周りの人に良い影響を与えていることに気付き、

そのことに喜びを感じられる自分がいることに気付き始めた（自己の成長

を実感した）ということができるだろう。 

・高等部作業学習の実践では、１、２か月ごとのスパンで行う販売会を評価

の機会とし、その結果をレーダーチャートで示した。また、一枚のシート

に残して前回の様子と比較できるようにしたことで、良くなったところを

具体的に伝えたり、ステップアップした次の目標を具体的に書いたりする

姿が見られた。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 令和７年度後期に向けて  

令和７年度後期に向けては、各学部での授業実践を通して、５(2)に示した知

的障害のある子どもが自己の成長や学びのつながり・蓄積を実感するための手

立てについて、引き続きその有効性を検証していき、研究の目的に迫っていき

たい。 

 加えて、「児童生徒が実感したかどうか」という見えないものを評価するた

め、引き続きエピソード記録を大切にしたい。エピソード記録は、子どもとの

関わりの中で感じたことや考えたことなど、観察者の心の動きを記録するもの

である。活動をともにした教師が、「印象に残ったこと、心が動いたこと」を

「５Ｗ１Ｈのエピソードを書き、どう感じたか、どう解釈したか」、「自分は

どう関わったのか」を叙述していく。教師が「今変わった」「前と違うぞ」と

いった直感的な変化を記録するようにしていきたい。さらに、その実感を的確

に捉え、学びを創り出していけるような「学びの関係性」も大切にしていきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 令和７年度の計画と共同研究者 

図２：高等部作業学習 農園芸班で活用しているツール 

 【研究テーマ】 

知的障害教育における 

「子ども一人一人が自己の成長や学びのつながり・蓄積を実感する」教育実践研究 

①児童生徒一人一人の「自分らしい学び方」を捉える 

②児童生徒を主語とした実感の捉え 

③対話による他者の価値付け、意味付け（言語化）、感情の共有 

④成果の見える化 

小学部研究 中学部研究 高等部研究 

図３：令和７年度 研究イメージ図 



７ 令和７年度の計画と共同研究者 

(1)研究計画 

月 内 容 

４月 
・新任者オリエンテーション 

・全体研究① 研究概要について 

５月 ・事例児童生徒の決定、子ども理解、K-ABCⅡ検査 

６,７月 ・授業研究（各学部１回） 

８月１日 ・夏季特別支援教育セミナー 

９,10,11月 

・全体研究② 中間まとめ 

・中心授業の検討と研究協議会に向けた準備 

・中心授業の事前研 

11月28日 

・研究協議会（授業公開、事後検討会） 

・はごろも『夢』講演会 

（東京大学先端科学技術センター  

       シニアリサーチフェロー 中邑賢龍氏） 

12月,１月 ・研究のまとめ（学部、全体）、研究集録準備 

２月,３月 ・次年度のテーマの検討、研究集録25発行 

 

 

(2)共同研究者 

全体：静岡大学教育学部特別支援教育専攻 教授 香野 毅 氏 

小学部 中学部 高等部 

静岡大学教育学部 

特別支援教育専攻 

准教授 石川慶和 氏 

静岡大学教育学部 

特別支援教育専攻 

教授  香野 毅 氏 

静岡大学教育学部 

特別支援教育専攻 

准教授 山元 薫 氏 

 


